
あとがき

　本年 7月 1日に新宿の東京医科大学病院は新たな一歩を
踏み出します。東京医科大学の 100年以上の長い伝統のあ
るなかでも、大きな行事の一つであります。今後も国内外
からも多くの患者を集め日本のトップクラスの病院として
の地位を確立するはずです。さてこういった中、働く環境
は大きく変化してきています。政府主導の働き方改革が動
いており、医療界もその波に飲み込まれてきています。時
間的な制約をかけられ、大学として教育機関として十分な
時間がとれなくなってきています。不十分な時間を補うた
め本雑誌の重要性は非常に意義深いものです。今回 77巻第

2号は、巻頭言で村田先生のジェンダー問題を提言していた
だき、大学の道しるべを示しています。その他、長年大学
に貢献していただいた小西、吉田、大屋敷教授の最終講義
は一読の価値があります。原著並びに症例発表は若い先生
の立派な論文に拍手を送ります。時間を割いて努力し、医
学会とともに若手の発表の場に本雑誌をぜひ利用していだ
たき、研究者としてすべての若い医師の始まりやステップ
となることを祈ります。

（河島　尚志　記）
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